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参

骨
甜
市
巡
り
を
し
て
い
る
と
面
白
い
も
の
に
出
会
う。

叩
踏

＿
明
治
四

一年
と
内
か
れ
て
い
る
か
ら
、

一
0
八
年
ほ
と
前

＿

店
に
小
さ
な
仏
像
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
三
セ
ン
チ
ほ
ど
の
の
も
の
で
あ
る

（と
は

一口
え
、
占
く
て
も
個
人
情
報
に
関
す
る
淋
類
で

薄
っ
ぺ
ら
な
仏
像
で
、
手
に
取
る
と
鷲
く
ほ
ど
軽
い。

物
珍
あ
る
か

ら
、

名
前
と
住
所
の
詳
細
は

●
で
伏
せ
、
写
真
も
ぽ
か
し
て
い
る
）o

し
さ
か
ら
三
体
購
入
し
た
の
だ
が
、
あ
と
で
調
べ
て
み
る
と
、
前
戸
主
で
あ
っ
た
喜

●
●
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
家
督
を

東
南
ア
ジ
ア
で
お
守
り
と
し
て
椰
子
の
実
で
作
ら
れ
た
仏
像
孫
の

池
田
●
●
●
が
相
続
す
る
。

池
田
●
●
●
は
未
成
年
に

ら
し
い
。

現
在
で
も
作
ら
れ
、
売
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

つ
き
、
池
田
●
●
（
か
な
二
文
字
の
女
竹
名
）
が
後11ヤ
人
と
し
て

面
白
い
も
の
と
い
う
の
は
、
こ
の
仏
像
を
業
者
が
包
ん
で
家
腎
相
続
屈
を
提
出
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

。

池
田
●
●

く
れ
た
半
紙
で
あ
る
。

広
げ
て
み
る
と
達
箪
で
「家
督
相
紺
は
母
親
だ
ろ
う
か

。

池
田
家
が
何
を
生
業
と
し
て
い
た
か
、

届
」
と
杏
か
れ
て
い
る
。

写
真
が
そ
れ
で
あ
る

。

私
に
は
判
こ
の
届
出
で
は
わ
か
ら
な
い

。

読
で
き
な
い
文
字
も
あ
る
が
、
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
曲
立
春
村
は
埼
歪
県
中
束
部
の
南
埼
玉
郡
に
屈
し
て
い
た
村

（■
部
分
は
判
読
不
明
、
左
関
に
も
何
か
内
い
て
あ
る
が
不
明

）
。
で

あ
る
。
一
九
丘
四

（昭
和
二
九
）
年
に
春
H

部
町
、
武
屯
村

家
督
相
紺
届
な
ど
と
と
も
に
新
設
合
併
さ
れ
、
現
在
の
春

1
1
部
市
と
な
る
。

南
埼
玉
郡
盟
春
村
大
字
下
蛭
田
●

遡
っ
て

一
八
八
九
（明
治
ニ
―
-
）年
の
町
村
制
施
行
で
近
順
川

●
●
●
番
地
戸
村
、
上
蛭

田
村

、

下
蛭
田
村
、
化
栢
村

、

道
口
蛭
田
村
、

戸
上
平
民
亡
祖
父
料
●
●
孫

●

南
中

I
Y
i

1
1根
村
、
新
方
袋
村
、
増
戸
村
、
培
貨
村
、
L

大
増
新

池
田
●
●
●

川
、
下
大
堺
新
田
、
谷
原
新
田
が
合
併
し
南
埼
E

郡
悶
朴
村

明
治
廿
四
年
参
月
●
九
生
が
成
立
し
て
い
る

。

届
出
に
内
か
れ
て
い
る
下
蛭
J
T
I
村
の
名

明
治
四
拾
壱
年
九
月

●
壱
H

前
が
見
え
る

。

お
そ
ら
く
股
村
地
船
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

。

戸
‘
£
相
父
喜
●
●
死
亡
に
因
型
春
村
の
戸
範
吏
に
提
出
さ
れ
た
こ
の
届
出
が
、
ど
う
い

り
家
腎
相
堕
｝
じ
ト
ナ
ル
う
経
緯
で
竹
窟
業
者
の
下
に
渡
り
、
価
値
の
な
い
も
の
と
し

.

.

.

.
 
J
u
J
■
也
て
、
包
み
紙
に
内
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
か
。

明
治
四
拾
壱
年
拾
月

一
0
0
年
以
上
前
の
、
縁
も
所
縁
も
な
い
盟
春
村
の
池
田

右
●
●
●
未
成
年
二
付
後
見
人
家
の
家
督
相
続
届
が
、
私
の
手
許
に
あ
る
と
い
う
の
も
不
思

届
出
人
池
川

●
●

議
な
話
で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
出
会
い
も
骨
旅
市
巡
り
の
而

曲
豆
朴
村一J
I節
史
田
中
●
●
殿
白
さ
で
あ
る

。
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流
刑
さ
ら
に
う
ら
み
と
す
べ
か
ら
ず

。

（
中
略
）
念
仏
の
興
行、

で
ん
ぷ
や
じ

ん

洛
陽
に
し
て
と
し
ひ
さ
し

、

辺
部
に
お
も
む
き
て

、

田
夫
野
人
を
す

さ
ら
い

す
め
ん
事
‘
季
来
の
本
意
な
り

。

（
御
流
罪
の
時
門
弟
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
）

現
代
語
訳
ー
配
流
に
な
る
こ
と
を
少
し
で
も
恨
み
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
（中
略
）
念
仏

を
勧
め
る
こ
と
、
都
で
は
永
く
な
っ
た

。

田
舎
に
行
っ
て
、
そ
こ
の
人
々
に
勧
め
る
こ
と
は
｀

私
の
年
来
の
願
い
で
あ
る
。

f
j法
語

Honen Shonin's Sayings 
We should never have any grudge against 
anybody about our exile. (...) We have been 
recommending the nembutsu to people in the 
capital city of Kyoto for a long time. My longｭ
cherished desire is to go to the provinces and 
recon皿end it to the people there. (The words 
Honen said to his disciples at the time of his 
exile) 

Commentary 
When we recite the nembutsu for a long time, 
we find ourselves getting into a certain rhythm 
When the ex-emperor Gotoba (1180-1239) made 
an imperial visit to Kumano, two court ladies 
became Buddhist priestesses because they 
gratefully accepted the nembutsu accompanied 
by such a rhythm. This happening triggered off ゜



解
説

梶
村

念
仏
を
永
く
称
え
て
お
り
ま
す
と
‘

―
つ
の
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
も
の
が
生

ま
れ
て
き
ま
す

。

そ
れ
が
有
り
難
く
感
じ
ら
れ
て
、
後
烏
羽
院
(
1
1
8
0
-

1
2
3
9
)
が
熊
野
に
行

幸
中
に
、
女
官
が
二
人
出
家
す
る
と
い
う
事
件
が

あ
り
ま
し
た

。

そ
れ
が
引
き
金
に
な
っ
て
建
永
の
法
難

(
1
2
0
7
)が
起
り
、

法
然
の
弟
子

二
人
が
死
罪
に
な
り
、
法
然
は
四
国
に
流
罪
に
な
り
ま
し
た

。

こ
こ
の
法
語
は
そ
の
時
の
も
の
で
す

。

そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
ほ
ど
の
大
T
J
J
が
、
当
時
の

一
般
の
文
杏
に
何
の
記
録

も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
番
古
い
記
録
が

『歎
異
抄
j

の
付
記
で
、
そ
れ
で
も
事

件
後
8
1年
、
法
然
没
後

7
7年
で
、
し
か
も

一
般
の
記
録
と
は
言
え
ま
せ
ん

。

佃
侶
の
死
罪
や
辿
流
は
、
記
録
す
る
だ
け
で
も
祟
り
が
あ
る
と
怖
が
ら
れ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か

。

な
お
遠
流
と
い
う
の
は
、
当
時
の
法
律
用
語
で
、
京

こ
ん
る

都
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て
、
遠
流
・
中
流
·
近
流
に
分
け
ら
れ
て
お
り
ま
す

。

延
喜
式
で
は
、
伊
豆
•
安
房

•

常
陸
•
佐
渡
•
隠
岐
·
土
佐
な
ど
が
遠
流
で
、

越
前
・
安
芸
が
近
流
、
そ
の
中
間
が
中
流
で
す

。

法
然
は
土
佐
（
実
際
に
は

閑
岐
に
変
更
）
流
罪
で
す
か
ら
遠
流
で
す
。

昇
亜
細
亜
大
学
名
査
教
授

an event called "Persecution iJ1 Ken-ei" (1207 AD), and, as a result, Honen was 
exiled to Shikoku and his two clisciples were sentenced to death. On that occasion 
Honen said the words quoted above 

But even so there existed no general doc山nents about this major event iJ1 those 
days. Its oldest record was found iJ1 a supplementary note iJ1 Tannisho, 81 Jong 
years after the iJ1cident, and 77 years after Honen's death. But the record was not 
a general one. I wonder if archivists of those times shrank from recording 
血idents such as execution and "onru" (i.e., exile to a distant land) of priests 
because their recordmg would just lay curses on them. I mcidentally remark here 
that, in legal terms of those days, "onru" was one of the three types of exile 
("onru", "churu" and "konru") according to the clistance from Kyoto; iJ1 Engishiki, 
a collection of detailed enforcement regulations at that t血e, firstly, the exile to 
distant provinces such as lzu, Awa, Hitachi, Sado, Oki, Tosa was called "onru", 
secondly, the exile to near ones such as Echizen and Aki was "kinru", and, thirdly, 
the exile to the midway between "onru" and "kiJ1ru" was "churu". Honen's exile 
was "onru" because it was to Tosa 

英訳 う可t目良治 中央大学文学部教授
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法然上人と親鸞聖人（二）

大
正
大
学
大
学
院
に
進
学
し
、
浄
土
学
を
専
攻
し
て
い
た
私
は
、
大
学
院
在
学
中
の
平
成
五
年
か
ら

十
二
年
間
、
母
校
芝
学
園
に
お
い
て
中
学
社
会
科
と
高
校
公
民
科
の
講
師
を
勤
め
る
機
会
を
与
え
ら
れ
ま

し
た
。

学
部
時
代
は
法
学
、
大
学
院
で
は
仏
教
学
を
学
ん
だ
こ
と
か
ら
、
中
学
校
の
公
民
、
高
校
の
現
代

社
会

・

政
治
経
済

・

倫
理
を
主
に
担
当
し
ま
し
た

。

教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
す
る
日
々
で
し
た
が
、

と
て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た

。

当
時
、
芝
学
園
の
職
員
室
は
多
く
の
教
科
書
が
山
和
み
さ
れ
て
い
ま
し
た。

先
生
方
に
聞
い
て
み
る
と
、

販
売
促
進
の
た
め
、
各
教
科
書
会
社
の
方
が
見
本
版
教
科
書
を
持
参
し
て
く
る
そ
う
で
、
ど
こ
の
学
校
も

状
況
は
似
た
り
寄
っ
た
り
だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

授
業
の
合
間
に
そ
れ
ら
の
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
を
め
く

り
、
法
然
上
人
に
つ
い
て
の
記
述
を
読
む
た
び
に
、
過
去
の
複
雑
な
思
い
は
一
層
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し

こ
°t
 教

員
室
で
の

思
い
出

5
 



芝
学
園
講
師
を
経
て
、
大
正
大
学
の
専
任
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
数
年
間
、
中
学
・
高
校
で
教
え
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
教
員
免
許
の
取
得
を
目
指
す
学
生
を
対
象
と
し
た
社
会
科
・
公
民
科
教
育
法
と
い
う

講
義
を
担
当
し
ま
し
た

。

講
義
の
性
格
上
、
発
行
さ
れ
て
い
る
中
学
社
会
科
の
公
民
の
教
科
書
と
高
校
公

民
科
の
現
代
社
会

・

政
治
経
済
・
倫
理
の
教
科
書
を
す
べ
て
購
入
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
表
現
の
差
こ
そ

あ
れ
、
「
法
然
上
人
の
教
え
を
さ
ら
に
徹
底
し
た
の
が
親
鸞
聖
人
で
あ
る
」
と
い
っ
た
説
示
が
、
高
校
倫

理
の
す
べ
て
の
教
科
書
に
見
ら
れ
た
の
で
す
。

私
に
と
っ
て
、
「
す
べ
て
の
教
科
書
」
と
い
う
状
況
は
、

大
き
な
衝
撃
で
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
も
そ
も
教
科
書
の
説
示
は
、
た
と
え
そ
れ
が
一
方
的
な
記
述
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
検
定
を
受
け
て
い
る
以
上
、
大
多
数
の
生
徒
に
と
っ
て
は
、
半
ば
公

的
な
も
の
、
お
墨
付
き
を
受
け
た
も
の
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
す
べ

て
の
教
科
書
」
に
記
述
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
と
異
な
っ
た
見
方
は
間
違
っ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
し
ま

い
か
ね
な
い
か
ら
で
す

。

す
べ
て
の

教
科
書
に

6
 



法然上人と親鸞艘人（二）

ち
な
み
に
平
成
二
十
年
四
月
の
時
点
で
、
八
社

一
0
冊
の
高
校
倫
理
の
教
科
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

こ
れ
ら
一
0
冊
の
教
科
書
に
お
い
て
、
法
然
上
人
と
親
鸞
聖
人
を
め
ぐ
る
説
示
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
し
た
。

ま
ず
は
、
五
冊
の
教
科
書
の
説
示
で
す

。

①
東
京
書
籍
『
倫
理
』
「
こ
う
し
た
法
然
の
教
え
を
さ
ら
に
徹
底
し
た
の
が
浄
土
真
宗
を
開
い
た
弟

子
の
親
鸞
で
あ
る
。

」
（
八
四
頁
、
平
成二
0
年
二
月

一
0
日
発
行
）

②
清
水
書
院
『
新
倫
理
』
「
法
然
が
開
い
た
浄
土
宗
の
教
え
を
さ
ら
に
徹
底
し
た
の
が
、
浄
土
真
宗

の
開
祖
、
親
鸞
で
あ
る
。
（中
略
）
法
然
の
説
い
た
他
力
を
さ
ら
に
徹
底
し
た
親
鸞
の
立
場
は
、

絶
対
他
力
と
よ
ば
れ
る
。
」
（八
二
頁
＼
八
四
頁
、
平
成
一
九
年
二
月

一
五
日
発
行
）

③
実
教
出
版

『高
校
倫
理
』
「親
鸞
は
、
法
然
の
専
修
念
仏
の
教
え
を
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
、
浄
士
真

宗
の
祖
と
な
っ
た
。
」
（
八0
頁
、
平
成
二
0
年
一
月
二
五
日
発
行
）

④
山
川
出
版
社

『現
代
の
倫
理
改
訂
版

』
「法
然
の
教
え
を
さ
ら
に
徹
底
し
て
、
浄
土
真
宗
の
開

祖
と
な
っ
た
の
が
、
弟
子
の
親
鸞
で
あ
る
。
」
（七
六
頁
、
平
成

一
九
年
三
月
五
日
発
行
）

⑤
実
教
出
版

『倫
理
』
「親
鸞
は
、
法
然
の
専
修
念
仏
の
教
え
を
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
、
浄
土
真
宗
を

ひ
ら
い
た

。
」
（
五七
頁
、
平
成

一
六
年

一
月

二
五
日
発
行
）

一
読
し
て
す
ぐ
に
お
分
か
り
に
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
一
連
の
教
科
書
に
は
、
「
法
然
の
教
え
」
「
法
然

「
高
校
倫
理
」
教
科
書

記
述
の
実
際

7
 



が
開
い
た
浄
土
宗
の
教
え
」
「
法
然
の
説
い
た
他
力
」
「
法
然
の
専
修
念
仏
の
教
え
」
を
「
さ
ら
に
徹
底
し

た
」
の
が
「
親
鸞
」
の
立
場
で
あ
り
、
浄
土
真
宗
の
教
義
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
、
判
を
押
し
た
よ
う
な

共
通
し
た
記
述
を
見
出
せ
ま
す

。

し
か
し
、
こ
う
し
た
一
連
の
記
述
を
裏
返
せ
ば
、
「
法
然
上
人
の
教
え
は
、

親
鸞
聖
人
の
教
え
と
比
較
し
て
、
不
徹
底
な
教
え
に
過
ぎ
な
い
」
と
受
け
と
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん

。

次
に
二
冊
の
教
科
書
の
説
示
で
す

。

⑥
数
研
出
版
『
改
訂
版
高
等
学
校
倫
理
』
「
法
然
の
教
説
を
う
け
つ
い
だ
親
鸞
は
、
専
修
念
仏
を

よ
り
深
く
、
内
面
か
ら
と
ら
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
後
世
の
人
び
と
か
ら
浄
土
真
宗
の
開
祖
と
あ
お

が
れ
た
。
」
（七
0
頁
、
平
成

一
九
年
一
月

一
0
日
発
行
）

⑦
第
一
学
習
社
「
高
等
学
校
改
訂
版
倫
理

j
「
浄
土
真
宗
の
開
祖
と
さ
れ
る
親
鸞
は
、
師
の
法
然

か
ら
念
仏
往
生
の
教
え
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
迷
い
を
脱
し
、
そ
の
教
え
を
継
承
し
発
展
さ
せ

た
。

」
（
八0
頁
、
平
成

一
九
年
二
月
一
0
日
発
行
）

こ
れ
ら
の
教
科
書
に
は
、
①
か
ら
⑤
に
記
載
さ
れ
る
「
法
然
上
人
の
教
え
を
さ
ら
に
徹
底
し
た
の
が
親

鸞
聖
人
で
あ
る
」
と
い
っ
た
記
述
こ
そ
な
い
も
の
の
、
や
は
り
「
法
然
の
教
説
」
や
法
然
上
人
の
「
専
修

念
仏
」
や
「
念
仏
往
生
の
教
え
」
を
「
よ
り
深
く
、
内
面
か
ら
と
ら
え
」
、
あ
る
い
は
、
「
発
展
さ
せ
た
」

の
が
「
親
鸞
」
の
立
場
で
あ
り
、
浄
土
真
宗
の
教
義
に
他
な
ら
な
い
、
と
指
摘
し
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
こ

う
し
た
教
科
書
の
記
述
を
裏
返
せ
ば
、
「
法
然
上
人
の
教
え
は
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
と
比
較
し
て
、
ま
だ

浅
く
、
外
面
に
留
ま
っ
て
い
る
、
未
発
展
な
教
え
に
過
ぎ
な
い
」
と
受
け
と
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん。

次
の
教
科
書
の
説
示
で
す

。

⑧
教
育
出
版
『
新
倫
理
自
己
を
見
つ
め
て
』
「
法
然
の
弟
子
親
鸞
は
師
法
然
の
教
え
を
徹
底
し
、

自
力
の
修
行
を
捨
て
自
ら
の
身
を
い
っ
さ
い
仏
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
絶
対
他
力
の
立
場
を
選
び
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法然上人と親鸞聖人（二）

と
っ
た
。

」
（
九
六
頁
、
平
成
一
九
年
一
月二
0
日
発
行
）

前
述
し
た
①
か
ら
⑤
の
教
科
書
と
同
様
に
、
こ
の
教
科
書
に
お
い
て
も
、
「
親
鸞
」
が
「
師
法
然
の
教

え
を
徹
底
し
」
た
と
記
述
さ
れ
、
続
け
て
「
自
力
の
修
行
を
捨
て
」
た
「
絶
対
他
力
の
立
場
」
で
あ
る
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
記
述
か
ら
は
、
「
法
然
上
人
の
教
え
は
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
と
比
較
し
て
、

自
ら
の
力
で
悟
り
を
開
く
こ
と
を
目
指
す
自
力
の
要
素
が
残
存
し
た
教
え
で
あ
る
」
と
受
け
と
ら
れ
か
ね

ま
せ
ん

。

次
の
教
科
書
の
説
示
で
す

。

⑨
清
水
書
院
「現
代
倫
理
改
訂
版

j
「
法
然
の
念
仏
の
教
え
を
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
、
浄
土
真
宗
を

開
い
た
の
が
、
親
鸞
で
あ
る

。

（
中
略
）
そ
の
絶
望
と
も
い
え
る
自
覚
の
中
で
、
い
っ
さ
い
の
自

己
の
は
か
ら
い
を
捨
て
た
と
き
、
阿
弥
陀
仏
は
そ
う
い
う
凡
夫
に
こ
そ
慈
悲
を
そ
そ
ぎ
、
浄
土
へ

と
往
生
さ
せ
る
と
い
う
、
師
法
然
の
教
え
の
真
意
を
悟
っ
た
の
で
あ
る。

（
中
略
）
法
然
に
芽
生
え
、

親
鸞
が
確
信
し
た
こ
の
教
説
を
悪
人
正
機
と
い
う

。

（
中
略
）
法
然
の
教
え
を
さ
ら
に
徹
底
さ
せ

た
彼
の
立
場
は
、

一
般
に
絶
対
他
力
の
信
仰
と
い
わ
れ
る

。

」
（
七
六
頁i
七
七
頁
、
平
成
二
0
年

二
月

一
五
日
発
行
）

こ
の
教
科
書
で
は
、
「
法
然
の
念
仏
の
教
え
を
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
」
た
の
が
「
親
鸞
」
の
教
え
で
あ
る

こ
と
を

二
度
も
説
示
し
て
い
る
に
留
ま
ら
ず
、
親
鸞
聖
人
が
「
師
法
然
の
教
え
の
真
意
を
悟
」
り
、
「
法

然
に
芽
生
え
、
親
鸞
が
確
信
し
た
」
教
説
こ
そ
「
悪
人
正
機
」
の
思
想
で
あ
り
、
そ
の
立
場
こ
そ
「
絶
対

他
力
の
信
仰
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す

。

い
さ
さ
か
遠
回
し
な
表
現
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
教

科
書
の
説
示
を

一
読
し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
理
解
と
は
、
「
法
然
上
人
の
教
え
は
不
徹
底
な
も
の
に
留
ま
っ

て
お
り
、
法
然
上
人
の
中
に
芽
生
え
て
は
い
な
が
ら
も
、
法
然
上
人
が
開
花
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

, 



た
真
意
を
親
鸞
聖
人
だ
け
が
確
信
し
、
開
花
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
て
、
親
鸞
聖
人
を
宗
祖
と

す
る
浄
土
真
宗
に
こ
そ
、
そ
の
教
え
は
継
承
さ
れ
て
い
る
」
と
受
け
と
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん

。

最
後
の
教
科
書
の
説
示
で
す

。

⑩
一
橋
出
版
「倫
理
現
在
を
未
来
に
つ
な
げ
る

』
「
法
然
の
専
修
念
仏
の
教
え
か
ら
出
発
し
て
、

し
だ
い
に
そ
れ
を
の
り
こ
え
、
純
粋
な
信
仰
の
立
場
を
確
立
し
た
の
は
、
浄
土
真
宗
の
開
祖
と
さ

れ
る
親
鸞
で
あ
る
。

親
鸞
は
、
師
法
然
の
教
え
に
な
お
残
っ
て
い
た
自
力
的
な
要
素(l

)
を
否
定
し
、

ひ
た
す
ら
阿
弥
陀
仏
の
衆
生
救
済
の
誓
い
（
本
願
）
を
信
じ
、
そ
れ
に
す
べ
て
を
ま
か
せ
る
絶
対

他
力
の
信
仰
を
説
い
た

。

す
べ
て
は
仏
の
誓
い
の
お
の
ず
か
ら
な
る
働
き
で
あ
り
（
自
然
法
爾
）
、

仏
の
救
い
を
信
じ
て
念
仏
を
と
な
え
る
そ
の
瞬
間
の
「
信
」
に
よ
っ
て
往
生
が
決
定
す
る(U

)
、
と

親
鸞
は
い
う

。

」
（
四0
頁
、
平
成
一
七
年
一
月

二
0
日
発
行
）

こ
の
教
科
書
で
は
、
よ
り
直
接
的
な
表
現
に
よ
っ
て
、
「
法
然
の
専
修
念
仏
の
教
え
」
を
「
の
り
こ
え
、

純
粋
な
信
仰
の
立
場
を
確
立
し
」
、
「
法
然
の
教
え
に
な
お
残
っ
て
い
た
自
力
的
な
要
素
を
否
定
し
」
た
の

が
「
親
鸞
」
の
教
え
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す。

こ
う
し
た
説
示
か
ら
は
、
「
法
然
上
人
の
専
修
念
仏

の
教
え
は
、
乗
り
越
え
ら
れ
る
べ
き
、
不
純
な
信
仰
を
内
に
含
み
、
自
力
的
な
要
素
の
残
存
し
た
教
え
で

あ
る
」
と
受
け
と
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
こ
の
教
科
書
に
は
、
「
法
然
の
教
え
に
な
お
残
っ
て
い

た
自
力
的
な
要
素
」
と
「
仏
の
救
い
を
信
じ
て
念
仏
を
と
な
え
る
そ
の
瞬
間
の
「
信
」
に
よ
っ
て
往
生
が

決
定
す
る
」
と
い
う
二
箇
所
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
註
が
付
さ
れ
て
い
ま
す

。

(
i
)「
法
然
は
、
口
称
念
仏
を
往
生
へ
み
ち
び
く
道
（
手
段
）
と
し
て
、
一
日
六
万
遍
と
い
う
容
易

な
ら
ぬ
量
の
念
仏
を
求
め
た

。

」
（
四0
頁
）

(
~
1
1
)

「
救
済
を
約
束
す
る
阿
弥
陀
仏
に
す
べ
て
を
ま
か
せ
る
気
持
ち
を
こ
め
た
た
だ
一
回
の
念
仏
に

JO 



法然上人と親鸞聖人（二）

よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
い
う
の
が
、
親
鸞
が
つ
い
に
到
達
し
た
確
信
で
あ
っ
た。

信
心
を
得
た

あ
と
に
と
な
え
る
念
仏
は
、
「
報
恩
感
謝
の
念
仏
」
と
し
て
説
か
れ
る。
」
（
四0
頁
）

こ
う
し
た
記
述
の
ま
ま
で
は
、
あ
た
か
も
法
然
上
人
は
、
す
べ
て
の
願
往
生
人
に
対
し
て
日
課
六
万
遍

の
お
念
仏
を
要
請
し
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
浄
土
往
生
は
叶
わ
な
い
と
主
張
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
受
け
と
ら

れ
か
ね
ま
せ
ん

。

そ
れ
ば
か
り
か
、
註

(
~
1
1
)
の
前
半
に
言
及
さ
れ
て
い
る
「
救
済
を
約
束
す
る
阿
弥
陀

仏
に
す
べ
て
を
ま
か
せ
る
気
持
ち
を
こ
め
た
た
だ

一
回
の
念
仏
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
」
と
一
貰
し
て
説
き

続
け
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
法
然
上
人
で
あ
る
こ
と
は

一
連
の
ご
法
語
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
す

。

も
ち
ろ

ん
法
然
上
人
は
、
わ
ず
か

一
遍
の
お
念
仏
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
受
け
と
め
つ
つ
も
、
お
念
仏
の
教
え
に

帰
依
し
た
そ
の
瞬
間
か
ら
命
尽
き
る
そ
の
時
ま
で
生
涯
に
わ
た
っ
て
お
念
仏
を
相
続
し
て
、
阿
弥
陀
仏
と

の
縁
を
決
し
て
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
お
示
し
で
す。

い
か
が
で
し
ょ
う
か

。

教
科
書
記
述
の
実
際
を
あ
り
の
ま
ま
に
お
伝
え
し
ま
し
た

。

一
方
的
、
か
つ
、
偏
っ

た
記
述
が
、
こ
れ
ま
で
放
置
さ
れ
続
け
て
い
た
事
実
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す

。

（
続
く
）
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壷中に月を求めて

渡
辺
海
旭
を
「
弟
子
」
で
は
な
く
「
共
同
研
究
者
」

と
し
て
受
け
入
れ
た
こ
と
で
、
ロ
イ
マ
ン
の
研
究
心

に

一
気
に
火
が
つ
い
た

。

そ
れ
が
向
か
っ
た
先
は
、

折
し
も
中
央
ア
ジ
ア
で
発
見
•
発
掘
が
つ
づ
い
て
い

た
原
始
仏
教
関
連
の
歴
史
的
な
文
献
i

わ
け
て

も
、
喉
か
ら
手
が
で
る
ほ
ど
欲
し
か
っ
た
の
は
、
ド

イ
ツ
の
探
検
隊
が
三
度
に
わ
た
る
調
査
で
ト
ル
フ
ァ

ン
か
ら
持
ち
返
っ
た
責
重
な
文
化
迫
産
だ
っ
た
が
、

そ
の
大
半
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
民
俗
博
物
館
と
ベ
ル
リ

ン
大
学
の
も
と
に
あ
っ
た

。

そ
の
「
学
問
的
元
締
め
」

で
あ
っ
た
ピ
ッ
シ
ェ
ル
教
授
が
急
逝
し
た
こ
と
で

チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
た
か
に
見
え
た
が
、
残
さ
れ

た
弟
子
た
ち
の
ガ
ー
ド
が
固
く
、
事
は
そ
う
甘
く
は

な
か
っ
た
。

「
さ
て
、
ど
う
し
た
も
の
か
」
と
思
案
投
げ
首
す
る

教
授
に
、
海
旭
が
出
し
た
知
恵
は
、
ベ
ル
リ
ン
民
俗

博
物
館
の
研
究
員
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ル
・
コ
ッ

ク
と
接
触
す
る
こ
と
だ
っ
た

。

探
検
家
、
ル
・
コ
ッ
ク
に
接
触
せ
よ

ロ
イ
マ
ン
教
授
は
、
膝
を
叩
く
と
珍
し
く
弾
ん
だ

声
で
言
っ
た
。
「
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
た
し
か
に
い

い
手
か
も
し
れ
ぬ
」

前
述
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
中
央
ア
ジ
ア
探
検

は
、
と
も
に

一
級
の
オ
リ
エ
ン
ト
研
究
者
で
も
あ
る

グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
と
ル
・
コ
ッ
ク
が
隊
長
・
副

隊
長
を
交
互
に
つ
と
め
た
が
、
二
人
は
性
格
・
資
質

が
正
反
対
な
た
め
、
「
犬
猿
の
仲
」
で
、
そ
の
噂
は

遠
く
ス
ト
ラ
ス
プ
ル
ク
に
ま
で
届
い
て
い
た

。

温
厚
篤
実
な
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
は
ア
カ
デ
ミ

ア
で
の
評
価
も
高
く
、
ベ
ル
リ
ン
民
俗
博
物
館
の
館

長
を
拝
命
、
そ
れ
に
対
し
て
直
情
径
行
の
ル
・
コ
ッ

ク
は
単
な
る
無
給
の
研
究
員
の
処
遇
に
甘
ん
じ
て
い

た
。

ま
た
、
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
は
ベ
ル
リ
ン
大

学
の
ピ
ッ
シ
ェ
ル
教
授
と
も
泥
懇
で
、
教
授
の
も
と

ヘ
貴
重
な
史
料
を
提
供
し
た
の
も
彼
だ
っ
た

。

ル
・

コ
ッ
ク
は
そ
ん
な
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
ふ
る
ま

い
を
面
白
く
お
も
っ
て
い
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
ま
ず
は
ル
・
コ
ッ
ク
に
接
触
し
て
、

首
尾
よ
く
彼
と
折
り
合
い
を
つ
け
ら
れ
れ
ば
、
反
グ

13 



リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
立
場
か
ら
、
ベ
ル
リ
ン
大
学

に
提
供
し
た
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
「
到
来
品
」
を
わ
け

て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
ロ
イ
マ
ン
と
海

旭
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

い
わ
ば
、
「
東
ア
ジ
ア
の

古
写
経
を
射
ん
と
欲
せ
ば
、
ま
ず
不
遇
を
か
こ
つ
発

見
者
の
片
割
れ
を
射
よ
」
作
戦
で
あ
っ
た。

本
来
な
ら
、
ロ
イ
マ
ン
教
授
が
出
向
く
と
こ
ろ
だ

が
、
そ
の
役
は
海
旭
に
託
さ
れ
た。

「
ア
カ
デ
ミ
ア
の
常
識
人
」
で
あ
る
ロ
イ
マ
ン
に
は
、

紳
士
と
評
判
の
高
い
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
と
は
真

逆
の
毀
誉
褒
貶
は
げ
し
い
人
物
と
会
っ
て
交
誼
を
結

ぶ
自
信
は
な
か
っ
た
か
ら
だ

。

か
つ
て
ス
ト
ラ
ス
プ

ル
ク
ヘ
や
っ
て
き
た
仏
教
学
界
の
変
わ
り
種
、
マ
ッ

ク
ス
・
ヴ
ァ
レ
ザ
ー
と
旬
日
を
お
か
ず
に
意
気
投
合

し
た
海
旭
な
ら
、
そ
の
任
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
耐
え
ら
れ

る
と
ロ
イ
マ
ン
は
踏
み
、
海
旭
も
師
の
意
向
を
受
け

入
れ
た
の
だ
っ
た
。

か
く
し
て
、
海
旭
は
、
ス
ト
ラ
ス
プ
ル
ク
大
学
の

ロ
イ
マ
ン
教
授
の
名
代
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
ヘ
と
向

か
っ
た
が
、
胸
中
に
期
待
感
と
と
も
に
う
か
ん
で
く

る
不
安
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ル
・
コ
ッ
ク
な
る
人
物
は
、
パ

仏
教
墜
画
切
り
取

り
男
ク

の
異
名
を
と
る
だ
け
あ
っ
て
、
仏
教
と
仏
教

が
生
み
出
し
た
文
化
遺
産
も
彼
に
は
た
ん
な
る
「
ハ

ン
タ
ー
の
獲
物
」
で
あ
っ
て
、
畏
敬
の
念
な
ど
ま
っ

た
く
な
い
の
か
も
し
れ
な
か

っ
た
。

だ
と
し
た
ら
、

破
談
に
終
わ
る
だ
ろ
う

。

と
、
奇
妙
な
「
た
と
え
」
が
海
旭
の
頭
に
去
来
し

こ
°t
 

|
さ
し
ず
め
ル
・
コ
ッ
ク
は
石
山
本
願
寺
を
焼
き

討
ち
し
た
織
田
信
長
で
、
自
分
は
そ
れ
を
迎
え
撃
つ

顕
如
か
…

。

い
や
い
や
、
迎
え
撃
つ
の
で
は
な
く
こ

ち
ら
か
ら
敵
の
本
拠
地
に
乗
り
込
ん
で
、
真
意
を
た

し
か
め
場
合
に
よ
っ
て
は
説
法
に
よ
っ
て
翻
意
を
促

す
の
だ
。

そ
う
自
ら
に

言
い
聞
か
せ
て
、
海
旭
は
ベ

ル
リ
ン
ヘ
向
か
う
車
中
で
お
も
わ
ず
苦
笑
し
た

。

そ
れ
で
も
、
当
人
を
前
に
す
る
と
、
海
旭
は
緊
張

を
抑
え
き
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た。

ル
・
コ
ッ
ク

信
長
と
顕
如
、
ベ
ル
リ
ン
で
対
面
す
1

14 
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は
想
像
の
と
お
り
、
い
や
想
像
以
上
に
信
長
的
で
あ

り
、
海
旭
は
ま
す
ま
す
顕
如
の
気
分
に
さ
せ
ら
れ
た。

民
俗
博
物
館
で
初
対
面
の
あ
い
さ
つ
を
か
わ
す
な

り
、
い
き
な
り
ル
・
コ
ッ
ク
は
こ
う
言
っ
た
の
だ

。

「
貴
兄
の
目
論
見
は
、
わ
か
っ
て
い
る。

館
長
の
グ

リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
と
折
り
合
い
が
悪
い
私
を
つ

か
っ
て
、
わ
が
ド
イ
ツ
の
ト
ル
フ
ァ
ン
探
検
の
成
果

を
ス
ト
ラ
ス
プ
ル
ク
に
も
お
す
そ
分
け
し
て
も
ら
お

う
と
い
う
の
だ
ろ
う
」

図
星
を
刺
さ
れ
て
た
じ
ろ
ぐ
海
旭
を
、
愉
快
げ
に

見
下
ろ
す
と
、
ベ
ル
リ
ン
の
信
長
は
続
け
た

。
「お

お
い
に
け
っ
こ
う

。

そ
の
目
論
見
に
乗
ろ
う
じ
ゃ
な

い
か
。

あ
ん
な
お
絵
か
き
学
者
に
は
、
仏
教
迫
跡
の

価
値
な
ど
わ
か
ら
ん
だ
ろ
う
か
ら
」

「
お
絵
か
き
学
者
」
と
は
、
絵
の
嗜
み
の
あ
る
グ
リ
ュ

ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
を
椰
楡
し
た
も
の
だ

。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン

美
術
学
校
に
学
ん
だ
彼
の
画
オ
も
、
ベ
ル
リ
ン
の
信

長
か
ら
す
る
と
「
文
弱
」
の
証
し
で
し
か
な
い
ら
し

い
。

海
旭
は
あ
っ
け
に
と
ら
れ
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

噂
に
は
聞
い
て
い
た
が
、

二
人
の
仲
の
悪
さ
が
こ
れ

ほ
ど
と
は
ー
ー
。

グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
東

洋
学
を
学
ぶ
と
、
ベ
ル
リ
ン
民
俗
学
博
物
館
の
研
究

員
と
し
て
仏
教
図
像
学
を
研
究。

や
が
て
同
館
の
イ

ン
ド
学
部
門
部
長
を
へ
て
数
年
前
か
ら
館
長
を
務
め

て
い
た
。

か
た
や
ル
・
コ
ッ
ク
は
裕
福
な
ワ
イ
ン
商

人
の
出
で
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
に
遊
学
し
て
医

学
を
学
ん
だ
の
ち
帰
国
し
て
家
業
を
手
伝
っ
て
い
た

が
、
四
十
歳
の
と
き
に
オ
リ
エ
ン
ト
学
に
め
ざ
め
た

と
い
う
「
変
わ
り
種
」
だ
っ
た

。

そ
ん
な
「
正
系
」

と
「
異
端
」
の
距
離
感
が
二
人
の
間
を
い
っ
そ
う
剣

呑
な
も
の
に
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

。

ル
・
コ
ッ
ク
は
ラ
イ
バ
ル
ヘ
の
悪
罵
を
ひ
と
し
き

り
連
射
し
た
と
こ
ろ
で
、
止
め
を
さ
し
た

。
「や
っ

の
ご
高
説
と
き
た
ら
、
当
た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
と

い
う
程
度
の
も
の
に
す
ぎ
ん

。

も
っ
と
も
雄
弁
な
の

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
現
物
、
現
物
し
か
な
い
」

や
お
ら
ル
・
コ
ッ
ク
は
席
を
立
つ
と
、
海
旭
を
促

し
た
。

「
論
よ
り
証
拠。
ま
ず
は
、
わ
が
成
果
物
を

み
て
も
ら
お
う
か
。

そ
う
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
外
れ
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の
ベ
ゼ
ク
リ
ク
や
キ
ジ
ル
の
山
腹
で
千
年
の
眠
り
に

つ
い
て
い
た
仏
教
聖
画
だ

。

私
が
三
度
の
探
検
で
苦

労
し
て
持
ち
婦
っ
た
も
の
だ
。

実
は
貝
兄
の
お
目
当

て
も
、
そ
れ
で
は
な
い
の
か
」

こ
れ
ま
た
図
星
だ
っ
た
。

そ
れ
ら
が
安
置
さ
れ
て

い
る

一
画
に
案
内
さ
れ
て
海
旭
は
圧
倒
さ
れ
た
。

イ

ン
ド
で
生
ま
れ
た
仏
教
が
や
が
て
日
本
へ
と
や
っ
て

く
る
、
そ
の
歴
史
の
途
次
が
こ
こ
に
あ
る

。

悠
久
の

時
の
痕
跡
を
見
上
げ
て
海
旭
は
瞑
目
し
て
合
掌
し

た
。
や
が
て
目
を
あ
け
て
、
細
部
に
精
査
の
目
を
は

わ
せ
て
い
る
う
ち
に
、
無
残
な
仕
打
ち
に
気
づ
い
て

息
を
呑
ん
だ

。

あ
る
壁
画
の
中
に
描
か
れ
た
菩
薩
の
顔
の
中
央
に

深
い
街
が
あ
る
。

そ
れ
は
顔
だ
け
で
は
な
い
、
上
は

頭
髪
に
お
よ
び
、
下
は
喉
か
ら
胸
に
ま
で
続
い
て
い

る
。

海
旭
は

一
歩
前
へ
近
づ
い
て
目
を
こ
ら
し
た

。

そ
れ
は
自
然
の
風
化
に
よ
っ
て
で
き
た
瑕
疵
で
は
な

い
。

明
ら
か
に
機
械
で
切
り
取
り
、
ベ
ル
リ
ン
に
持

ち
帰
っ
て
か
ら
こ
こ
民
俗
博
物
館
で
接
合
し
た
「
倍

の
縫
合
跡
」
だ
っ
た

。

と
、
胸
中
か
ら
あ
る
言
葉
が
沸
き
起
こ
っ
て
き
た。

そ
れ
が
明
確
な
文
字
と
な
っ
て
脳
裏
に
定
着
す
る
前

に
、
ル
・
コ
ッ
ク
は

言
っ
た
。

「
ワ
タ
ナ
ベ
、
と
い
っ
た
か。

お
そ
ら
く
仏
教
徒
の

き
み
の
頭
の
な
か
に
は
、
次
の
言
葉
が
浮
か
ん
だ
の

で
は
な
い
か
な
」

一
拍
入
れ
、
に
や
り
と
笑
み
を
漏

ら
す
と
続
け
た

。

「
こ
の
壁
画
泥
棒
め
、
と
」

ま
た
ま
た
図
星
だ
っ
た

。

海
旭
は
た
じ
ろ
い
で
、

返
す
言
葉
を
失
っ
た
。

ル
・
コ
ッ

ク
は
、
「
こ
い
つ

を
前
に
」
と
傷
だ
ら
け
の
菩
薩
を
指
さ
し
て
続
け
た
。

、
、
、
、

「
や
っ
と
い
い
あ
っ
た
も
の
さ
。

や
っ
と
き
た
ら
、

、
、

模
写
を
す
る
と
い
っ
て
き
か
な
い
」

。

や
っ
と
は
そ

の
と
き
探
検
隊
の
隊
長
を
つ
と
め
た
グ
リ
ュ
ン

ヴ
ェ
ー
デ
ル
だ

。

「
た
し
か
に
隊
長
殿
は
美
術
学
校

に
学
ん
だ
だ
け
あ
っ
て
絵
は
本
職
は
だ
し
だ
。

で
も
、

私
は
、
こ
う
言
っ
て
や
っ
た

。

い
く
ら
優
れ
た
模
写

の
技
術
を
も
っ
て
し
て
も
、
現
物
に
は
か
な
わ
な
い

。

機
械
で
剥
ぎ
と
っ
た
ほ
う
が
て
っ
と
り
早
く
て
確
実

だ
と
。
結
局
や
つ
は
私
に
反
論
で
き
ず
、
か
く
し
て

れ
っ
き
と
し
た
現
物
が
こ
こ
に
鎖
座
ま
し
ま
し
て
い

16 
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そ
の
ス
タ
イ

る
と
い
う
わ
け
さ
」

海
旭
は
、
こ
の
無
謀
極
ま
り
な
い
論
法
に
違
和
を

覚
え
、
反
論
を
し
よ
う
と
頭
の
な
か
で
論
旨
を
組
み

立
て
は
じ
め
た
と
こ
ろ
へ
、
ま
た
し
て
も
ル
・
コ
ッ

ク
に
先
回
り
さ
れ
た
。

「
単
な
る
実
利
•
功
利
だ
け
で
い
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
。

実
は
、

一
見
乱
暴
に
見
え
る
が
、
む
し
ろ
こ

う
し
た
ほ
う
が
こ
の
す
ば
ら
し
い
美
術
的
、
宗
教
史

的
な
宝
を
消
失
か
ら
救
い
出
せ
る
の
だ
。

そ
の
ま
ま

放
置
し
て
お
け
ば
、
い
ず
れ
は
偶
像
否
定
の
イ
ス
ラ

ム
教
徒
に
破
壊
さ
れ
る
に
き
ま
っ

て
い
る
か
ら
だ
」

た
し
か
に
こ
の
ル
・
コ

ッ

ク
の
理
屈
は
、

一
世
紀

ほ
ど
後
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
蝠
据
す
る
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
タ
リ
バ
ン
に
よ
る
バ
ー
ミ
ア
ン
遺
跡
の
爆
破

で
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
時
点
で
知
る

由
も
な
い
海
旭
に
は
、
百
い
や
千
歩
譲
っ
て
も
、
乱

暴
す
ぎ
て
納
得
は
で
き
な
か
っ
た

。

互
い
に
発
掘
を
競
い
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家

ス
タ
イ
ン
も
、
ベ
ゼ
ク
リ
ク
で
は
ル
・
コ

ッ

ク
に
な

ら
っ
て
壁
画
は
が
し
を
し
て
い
る
が
、

ン
で
す
ら
、
ド
イ
ツ
隊
は
原
状
写
真
も
と
ら
ず
に
、

い
き
な
り
墜
を
切
り
取
る
な
ど
、言
語
道
断
で
あ
る

と
批
難
し
て
い
る

。

ど
う
み
て
も
ル
・
コ
ッ
ク
は
学

者
の
作
法
を
逸
脱
し
て
い
た
。

海
旭
は
胸
中
で
つ
ぶ
や
い
た

。

「
や
は
り
、
こ
の

男
は
織
田
信
長
だ
」

そ
し
て
、
こ
う
思
っ
た
。

こ
の
男
と
組
む
の
は
お

そ
ら
く
無
理
だ
ろ
う
、
と
。

（
つ
づ
く
）
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ち
ち
は
は

孝
養
の
心
を
も
て
父
母
を
貢
く
し
思
わ
ん
人
は
、
ま
ず
阿
弥
陀
ほ
と
け
に

あ
づ
け
ま
い
ら
す
べ
し
、
わ
が
身
の
人
と
な
り
て
往
生
を
願
い
念
仏
す
る
事

は
、
ひ
と
え
に
わ
が
父
母
の
贅
い
た
て
た
れ
ば
こ
そ
あ
れ
‘
わ
が
念
仏
し
候

功
を
あ
わ
れ
み
て
‘
わ
が
父
母
を
極
楽
へ
迎
え
さ
せ
お
わ
し
ま
し
て
‘
罪
を

も
滅
し
ま
し
ま
せ
と
思
わ
ば
、
か
な
ら
ず
か
な
ら
ず
迎
え
と
ら
せ
お
わ
し
ま

さ
ん
ず
る
な
り
。
（

法
然
上
人
「示
或
人
詞
j
)

父
母
に
孝
養
を
尽
く
し
大
切
に
し
よ
う
と
思
う
人
は
、
ま
ず
父
母
の
こ
と
は
阿
弥
陀
さ
ま
に

お
任
せ
し
て
‘
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

。

す
な
わ
ち
「
私
が
人
と
し

て
生
ま
れ
往
生
を
願
い
お
念
仏
で
き
る
の
は
‘
ひ
と
え
に
父
母
に
お
育
て
い
た
だ
い
た
お
陰
な

の
で
す
か
ら
‘
阿
弥
陀
さ
ま
‘
ど
う
ぞ
、
私
が
お
念
仏
を
称
え
た
功
徳
に
慈
悲
を
発
し
て
‘
私

の
父
母
を
極
楽
へ
と
お
迎
え
下
さ
っ
て
‘
父
母
の
罪
を
も
滅
し
て
下
さ
い
」
と
願
う
の
で
す。

そ
う
す
れ
ば
阿
弥
陀
さ
ま
は
必
ず
御
両
親
を
極
楽
へ
迎
え
摂
っ
て
下
さ
る
の
で
す

。

恵
心
僧
都
一
千
年
御
遠
忌
を
鑽
仰
し
て
ー
両
祖
師
の
父
母
へ
の
思
い
—

こ
う
る
じ
っ
ぽ
う

響
流
＋
方



評流＋方

え
し
ん
そ
う
ず
げ
ん

今
年
、
平
成
二
八
（
二
0

一
六
）
年
は
、
H

本
浄
土
教
の
祖
と
讃
え
ら
れ
る
恵
心
僧
都
源

信
の

一
千
年
御
遠
忌
に
あ
た
り
ま
す

。
天
台
宗
で
は
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
と
し
て
、
平
成

ニ
四
年
か
ら
平
成
三
四
年
ま
で
の

一
0
年
間
に
わ
た
っ
て
、
平
成
二
五
年
に
は
慈
覚
大
師
円

仁
の

一
千
百
五
十
年
御
遠
忌
を
、
平
成

二
八
年
に
は
宗
祖
伝
教
大
師
最
澄
の
御
生
誕

一
千
二

百
五
十
年
と
恵
心
僧
都
の

一
千
年
御
遠
忌
を
、
平
成
二
九
年
に
は
建
立
大
師
相
応
の

一
千
百

え
ん
り
え
ど

年
御
遠
忌
を
、
そ
れ
ぞ
れ
厳
修
し
ま
す。

こ
の
中
、

『往
生
要
集
』
を
撰
述
し
、
厭
離
械
士
・

「
）
ん
ぐ
じ
ょ
う
ど

欣
求
浄
土
の
教
え
を
わ
が
国
に
広
め
ら
れ
た
恵
心
僧
都
は
、
寛
仁
元
(
1
0

一
七
）
年
六
月

1
0
日
、
仏
の
手
か
ら
つ
な
が
れ
た
糸
を
自
ら
の
手
に
執
り
、
念
仏
を
称
え
つ
つ
、
七
六
歳

で
浄
土
往
生
を
遂
げ
ら
れ
ま
し
た。
天
台
宗
主
催
の
法
要
を
前
後
し
て
、
時
宗
、
天
台
真
盛

宗
、
西
山
浄
土
宗
．
禅
林
寺
派

•
深
草
派
の
浄
土
宗
西
山
三
派
、
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
、
真
宗
大
谷
派
、
融
通
念
仏
宗
と
い
う
九
宗
派
主
催
の
法
要
が
、
順
次
、
延
暦
寺
で
厳

修
さ
れ
ま
す

。

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
宗
派
が
、
心
を

―
つ
に
し
て
、
お

一
人
の
祖
師
を
仰
ぐ
法

要
を
勤
め
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
恵
心
僧
都
の
影
響
力
の
大
き
さ
が
知
ら
れ
ま
す

。

七
歳
に
し
て
父
・
ト
部
正
親
公
と
死
別
し
た
千
菊
丸
、
後
の
恵
心
僧
都
は
、
九
歳
で
比
叡

山
に
登
嶺
し
、
天
台
教
学
の
習
得
に
努
め
ま
し
た

。

そ
の
オ
覚
を
認
め
ら
れ
た
若
き
恵
心
僧

都
は
、
十
五
歳
の
若
さ
で
法
華
八
講
の
講
師
の

一
人
に
選
ば
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
下
賜
さ
れ
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こ
の
別
れ
さ
え
ま
た
い
か
に
せ
ん

た
数
々
の
褒
美
の
品
を
故
郷
の
母
•
清
原
氏
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
母
は
有
頂
天
に
な
っ
て
い

た
、
わ
が
子
・
恵
心
僧
都
を
諌
め
る
次
の
和
歌
を
添
え
て
そ
の
品
物
を
送
り
返
し
ま
し
た

。

後
の
世
を
渡
す
橋
と
ぞ
思
い
し
に
世
渡
る
僧
と
な
る
ぞ
悲
し
き

母
の
切
な
る
訴
え
に
心
打
た
れ
た
恵
心
僧
都
は
、
名
聞
利
養
の
道
を
捨
て
て
、
横
川
に
隠

遁
し
、
ひ
た
す
ら
求
道
の
道
を
進
む
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す

。

そ
し
て
、
寛
和
元
（
九
八
五
）

年
、
四
十
四
歳
の
時
、

『往
生
要
集
』
三
巻
を
撰
述
し
ま
す

。

そ
の
冒
頭
に
は
「
そ
れ
往
生

極
楽
の
教
行
は
、
濁
世
末
代
の
目
足
な
り
（
そ
も
そ
も
極
楽
に
往
生
す
る
た
め
の
教
え
と
修

行
は
、
濁
り
き
っ
た
末
代
に
生
き
る
人
々
の
眼
と
な
り
足
と
な
る
も
の
で
す
）
」
と
、
私
達

一
人

一
人
に
厭
離
械
土
・
欣
求
浄
土
の
思
い
を
発
す
べ
き
こ
と
を
訴
え
か
け
て
い
ま
す。

一
方
、
九
歳
に
し
て
父
・
時
国
公
を
失
っ
た
勢
至
丸
、
後
の
法
然
上
人
は
、
母
方
の
叔
父

で
あ
る
観
覚
得
業
が
待
つ
菩
提
寺
に
入
山
し
ま
し
た

。

観
覚
は
勢
至
丸
の
非
凡
な
オ
覚
を
見

抜
き
、
わ
が
国
仏
教
の
最
高
学
府
で
あ
る
比
叡
山
登
嶺
を
勧
め
ま
し
た

。

十
三
歳
(
+
五
歳

と
も
）
の
勢
至
丸
を
遠
い
比
叡
山
に
送
る
こ
と
は
、
母
·
秦
氏
に
と
っ
て
耐
え
が
た
い
悲
し

み
で
し
た
が
、
そ
れ
こ
そ
正
に
夫
の
遺
志
に
添
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た

。

勢
至
丸
の
比
叡

山
行
き
を
承
知
し
た
秦
氏
は
、
わ
が
子
へ
の
切
な
る
思
い
を
次
の
歌
に
託
さ
れ
て
い
ま
す

。

か
た
み
と
て
は
か
な
き
親
の
と
ど
め
て
し
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轡流十方

（
林
田
康
順
）

比
叡
山
に
登
っ
た
勢
至
丸
は
、
ま
ず
西
塔
北
谷
の
持
宝
房
源
光
に
つ
い
て
修
学
し
、
戒
培

く
ど
く
い
ん

こ
う

え
ん
あ
じ
ゃ
り

院
で
戒
を
授
か
る
と
東
塔
西
谷
の
功
徳
院
皇
円
阿
闇
梨
の
も
と
で
天
台
教
学
の
習
得
に
努
め

ま
し
た
。

し
か
し
、
名
聞
利
養
の
た
め
の
修
学
が
幅
を
利
か
せ
る
比
叡
山
の
中
心
部
を
嫌
い
、

「
円
宗
の
棟
梁
と
な
り
給
え
（
天
台
座
主
と
お
な
り
な
さ
い
）
」
と
強
く
勧
め
る
皇
円
の
も
と

を
辞
し
、
十
八
歳
で
西
塔
黒
谷
に
移
り
慈
眼
房
叡
空
に
師
事
し
、
そ
こ
で
法
然
房
源
空
と
名

づ
け
ら
れ
た
の
で
す

。

こ
の
時
の
法
然
上
人
の
思
い
は
、
母
の
思
い
に
応
え
た
い
と
い
う

一

心
に
他
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う

。

西
塔
黒
谷
は
、
隠
遁
者
が
集
う
、
浄
土
教
の
盛
ん
な
地
で
し
た

。

そ
こ
で
学
ん
だ
法
然
上

人
は
「
私
は

「往
生
要
集
」
を
甜
き
手
と
し
て
浄
土
の
教
え
に
入
っ
た
の
で
す
」
（「修
学
に

つ
い
て
の
御
物
語
J)
と
、

「往
生
要
集
j
を
契
機
と
し
て
浄
土
教
に
備
入
し
た
こ
と
を
吐
露

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
法
然
上
人
は
「
私
、
源
空
は
、
中
国
の
善
甜
大
師
の
み
教
え
に
従

い
、
ま
た
わ
が
国
の
先
徳
、
恵
心
僧
都
の
お
勧
め
の
ま
ま
に
お
念
仏
を
称
え
、
こ
れ
ま
で
長

い
あ
い
だ
毎
日
六
万
遍
と
定
め
て
お
り
ま
し
た
」
（
『聖
光
上
人
伝
説
の
詞
j)
と
、
恵
心
僧

都
が
修
め
ら
れ
た
日
課
六
万
遍
の
お
念
仏
を
自
身
に
も
課
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す。

冒
頭
の
法
然
上
人
の
ご
法
語
は
、
大
先
達
・
恵
心
僧
都
の
父
母
へ
の
思
い
と
ご
自
身
の
父

母
へ
の
思
い
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
語
ら
れ
た
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん。
合
掌
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霊
岸
島

江
戸
市
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
運
河
、
河
川
の
景
色
を
江
戸

時
代
人
に
な
っ
て
、
船
旅
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
に
再
現
す
る
。

そ
の
第
一
歩
が
、
隅
田
川
（
大
川
）
が
江
戸
湾
に
流
れ
込
む
処
。

海
を
渡
っ
て
方
々
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
物
資
を
江
戸
市
中
に
送

り
込
む
重
要
拠
点
、
江
戸
の
玄
関
口
。

霊
岸
島
近
辺
の
運
河
描

写
か
ら
始
め
よ
う
。

海
に
突
き
出
た
霊
岸
島
は
、
無
論
、
埋
め
立
て
地
で
あ
る

。

一
五
九
0
年
、
家
康
が
江
戸
に
や
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
潮
に

洗
わ
れ
、
葦
が
顔
を
出
し
て
い
る
よ
う
な
沼
地
の
よ
う
な
浅
瀬

も
J

の

状
態
で
あ
っ
た
。

潮
が
満
ち
れ
ば
、
海
中
に
没
す
る
。

こ
こ
を

埋
め
立
て
江
戸
の
玄
関
口
と
す
る
、
士
地
開
発
が
始
ま
る。

そ

の
第

一
歩
は
、
こ
の
地
に
一
六
二
四
年
、
浄
土
宗
雄
誉
霊
厳
上

人
が
霊
巌
寺
を
創
建
し
た
こ
と
に
あ
る

。

彼
は
こ
の
地
の
埋
め

立
て
、
土
地
整
備
事
業
に
邁
進
す
る
。
続
い
て
、
一
六
三
五
年
、

同
寺
の
南
方
に
越
前
福
井
藩
主
松
平
忠
昌
が
二
万
七
千
坪
の
浜

屋
敷
を
拝
領
す
る
。
霊
岸
島
の
体
裁
が
調
う
。
霊
巌
寺
は
、
浄

土
宗
十
八
棺
林
の
一
っ

。

し
か
し
、

一
六
五
七
年
の
明
暦
の
大

火
で
全
焼
し
て
し
ま
う

。

そ
こ
で
現
在
の
深
川
に
移
転
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
霊
岸
島
と
い
う
地
名
と
な
っ
て
残
る

。

霊
岸
島
は
、
大
き
な
運
河
に
囲
ま
れ
て
い
る。

日
本
橋
川
が

江
戸
ウ
ォ
ー
カ
ー

森
清
鑑



江戸の川を歩く

大
き
な
柏
垣
廻
船
や
格
廻
船
が
帆
を
な
び
か
せ
て
、
広
い
海

の
中
央
に
浮
か
ぶ
、
佃
島
、
石
川
島
の
脇
を
通
過
す
る
と
、
左

に
鉄
砲
州
の
湊
河
岸
が
見
え
、
角
地
が
湊
稲
荷
の
社。
海
に
面

し
て
人
工
の
鉄
砲
州
富
士
（
富
士
山
信
仰
）
が
見
え
る。
そ
の

真
向
か
い
に
船
見
番
所

。

灯
台
、
常
夜
灯
が
立
ち
、
番
所
に
続

い
て
向
井
将
監
組
屋
敷
と
将
監
河
岸
が
続
く。
高
橋
を
潜
る
と
、

越
前
堀
で
、
鉄
砲
州
富
士
の
稲
荷
橋
を
左
に
潜
っ
て
行
け
ば
、

八
丁
堀
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
大
型
船
は
、
霊
岸
島
南
端
に
待

江
戸
湾
か
ら
入
る

江
戸
城
の
北
側
か
ら
流
れ
下
っ
て
、
二
手
に
分
か
れ
、
島
を
囲

ん
で
、
隅
田
川
に
注
い
で
い
る

。

西
南
の
越
前
堀
（
亀
島
川
）
、

北
の
霊
岸
島
新
堀
（
日
本
橋
川
）。

松
平
越
前
の
蔵
屋
敷
の
周

囲
は
、
石
垣
を
巡
ら
し
、
海
鼠
塀
に
囲
ま
れ
て
い
た
の
で
、
人
々

は
い
つ
し
か
、
越
前
堀
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る

。

ほ
ぼ
中
央
、
島

を
割
る
よ
う
に
新
川
が
東
西
に
流
れ
て
い
る

。

こ
の
川
の
北
側

に
霊
岸
寺
が
在
っ
た
の
で
日
本
橋
川
本
流
の
河
口
を
霊
岸
島
新

堀
と
呼
ぶ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
隅
田
川
接
点
に
向
井
将
監
組
屋
敷
や

船
手
番
所
が
あ
り
、
荷
の
検
閲
、
海
か
ら
の
侵
入
か
ら
江
戸
を

守
っ
て
い
る
。

機
、
停
泊
し
、
こ
こ
で
荷
を
川
船
の
茶
舟（荷
物
船
）
に
移
し
、

越
前
堀
、
八
丁
堀
、
霊
岸
島
新
堀
を
通
り
、
市
中
に
搬
送
す
る
。

向
井
将
監
と
は
、
向
井
忠
勝
の
こ
と

。

父
の
向
井
正
綱
は
、

家
康
の
忠
臣
で
、
徳
川
水
軍
の
将
を
経
て
御
船
手
奉
行
に
な
る。

大
阪
の
陣
で
も
大
活
躍

。

そ
の
子
、
忠
勝
は
、
二
代
秀
忠
の
信

頼
も
庫
く
、
卓
越
し
た
造
船
技
術
を
発
揮

。

父
親
に
続
い
て
、

江
戸
の
海
防
に
務
め
、
六
千
石
の
大
身
旗
本
に
な
り
、
将
監
と

名
乗
る
。

以
来
、
十

一
代
に
わ
た
り
、
都
府
滅
亡
ま
で
代
々
「向

井
将
監
」
を
世
襲
。

荷
を
積
ん
で
高
橋
を
潜
る
と
、
右
、
将
監
河
岸
、
左
日
比
谷

河
岸
が
続
く
。

ほ
ど
な
く
前
方
に
亀
島
橋
が
見
え
て
く
る。
こ

こ
を
潜
っ
て
霊
岸
島
西
側
を
回
り
込
む
と
左
は
亀
島
河
岸
、
右

の
霊
岸
島
側
は
富
島
町
の
町
並
み

。

や
が
て
霊
岸
橋
に
つ
い
て
、

日
本
橋
川
本
流
に
入
る
。

越
前
堀
左
側

一
帯
は
、
時
代
劇
で
有

名
な
、
八
丁
堀
同
心
と
与
力
の
組
屋
敷
が
密
集

。

ま
た
、
こ
の

辺
一
帯
は
、
医
師
、
佃
者
、
学
者
、
兵
法
家
、
歌
人
、
絵
師
、

越
前
堀

（
亀
島
川
）

向
井
将
監



霊
岸
橋
に
出
る
前
、
右
手
側
に
新
川
が
流
れ
て
い
る

。

こ
れ

を
曲
が
る
と
、

一
の
橋
、
二
の
橋
、
三
の
橋
と
三
本
の
橋
が
あ

り
、
大
川
に
出
る

。

新
川
を
掘
削
し
た
の
は
、
河
村
瑞
賢

。

江
戸
時
代
初
期
の
政

商
で
あ
る

。

彼
は
、
十
三
歳
の
時
、
江
戸
に
出
て
、
や
が
て
土

木
工
事
、
材
木
屋
を
経
営

。

明
暦
の
大
火
後
の
事
業
で
財
を
成

し
、
新
川
を
掘
削
す
る
。

晩
年
、
霊
厳
寺
の
跡
地
に
居
を
構
え
、

酒
の
問
屋
街
を
造
る

。

彼
は
単
な
る
儲
け
主
義
の
事
業
家
で
は

な
く
、
江
戸
雑
府
の
た
め
に
数
々
の
航
路
を
開
拓
し
、
治
山
、

治
水
工
事
、
濯
漑
、
鉱
山
採
掘
、
築
港
、
開
港
事
業
な
ど
に
貢

献
す
る
。

そ
の
業
績
を
も
っ
て
、
新
井
白
石
は
「
天
下
に
並
ぶ

者
が
な
い
富
商
」
と
賞
賛

。

幕
府
は
、
多
大
の
功
績
を
認
め
、

一
介
の
商
人
か
ら
旗
本
に
取
り
立
て
る。

霊
巌
寺
移
転
後
に
建
て
ら
れ
た
、
瑞
賢
の
屋
敷
は
、
新
川
一

の
橋
か
ら
日
本
橋
川
ま
で
在
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
右
側
一
帯

が
酒
の
問
屋
街
で
あ
っ
た。

大
型
の
樽
廻
船
で
運
ば
れ
て
き
た

酒
樽
は
、
小
舟
に
租
み
替
え
ら
れ
、
大
川
沿
い
の
新
川
三
の
橋

新
川

能
楽
師
な
ど
特
殊
な
職
業
の
家
宅
が
多
い

。

を
潜
り
、
問
屋
の
倉
庫
に
入
る。

い
わ
ゆ
る
関
西
か
ら
の
下
り
酒
。

最
上
級
で
あ
る

。

酒
樽
は
こ
こ

か
ら
江
戸
市
中
に
搬
送
さ
れ
る
。

酒
は
江
戸
の
民
に
と
っ
て
は
飲

料
水
の
よ
う
な
も
の
。

剣
菱
、

月
桂
冠
な
ど
関
西
か
ら
の
下
り

物
と
讃
え
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
俗

に
「
下
ら
な
い
」
（
価
値
が
な
い
）
と
い
う
表
現
が
生
ま
れ
る
。

江
戸
で
消
残
さ
れ
る
下
り
酒
の
総
益
は
元
禄
期
六
十
四
万
樽
、

酒
問
屋
商
人
百
二
十
六
人
（
軒
）。

関
西
か
ら
の
下
り
酒
は
富

士
を
見
な
が
ら
揺
ら
れ
、
香
り
が
つ
く。
た
め
に
「
富
士
見
酒
」

と
も
呼
ば
れ
た
。

秋
酒
荷
一
番
船
が
到
着
す
る
と
、
印
半
纏
を

着
た
若
者
が
、
町
を
練
り
歩
き
、
そ
の
様
子
は
、
ま
る
で
祭
り

の
よ
う
。

か
く
て
新
川
は
、
江
戸
の
名
所
と
な
る。
戦
災
を
受

け
て
か
ら
間
も
な
い
昭
和
二
十
三
年
、
新
川
は
埋
め
立
て
ら
れ
、

今
は
地
名
と
し
て
の
み
残
っ
て
い
る。
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平成二十八年
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縁
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会句上誌土
特
選
端
居
し
て
布
袋
の
よ
う
な
お
父
さ
ん

浄

扇
風
機
税
務
調
査
の
長
き
こ
ど

強
力
ふ
き
子

縁
側
か
ど
こ
か
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
、
団
扇
を

使
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う。

風
呂
上
が
り
な
ど
の
裸
の

姿
は
、
ま
さ
に
布
袋
だ
と
思
う。

文
語
で
堅
い
言
い

●
布

夏
の
雨
季
語
を
調
べ
に
図
書
館
へ

浮
田

義
隆

〈佳
作
〉
破
調
の
句
ば
か
り
が
出
来
て
心
太

工
藤

捧

梅
雨
に
入
る
頃
に
な
る
と
、
ど
う
も
体
の
調
子
が

よ
く
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
る

。

そ
れ
を
老
人
に

な
っ
た
か
ら
と
思
う

。

誰
で
も
が
思
う
こ
と
だ
が
、

人
に
言
わ
な
い
で
、
自
分
で
溜
め
こ
ん
で
し
ま
う。

人
に
言
わ
な
い
か
ら
俳
句
に
な
る。

〈特
選
老
い
ゆ
え
か
悪
し
き
体
調
走
り
梅
雨

●
調

新
藤
美
紀

池
田
伊
吹

28 



選者＝増田河郎子

紙
風
船
ひ
ど
っ
き
ふ
た
つ
き
み
っ
つ
ま
で

増
田
信
子

こ
う
な
ご
の
釘
煮
の
朝
館
志
野
小
鉢

浜
口
佳
春

〈佳
作
〉
旅
先
へ
友
の
訃
報
や
竹
落
葉

柴
田
千
代

g

睡
蓮
の
水
な
ま
ぐ
さ
く
な
り
に
け
り

●
自
由
題

切
れ
端
の
波
に
ゆ
れ
い
る
若
布
か
な

母
の
日
の
小
さ
き
布
巾
を
畳
み
け
り

〈
佳
作
〉
若
布
ひ
ど
束
供
え
て
神
事
は
じ
ま
り
ぬ

方
に
せ
ず
、
口
語
に
し
た
の
が
、
内
容
と
よ
く
合
っ

て
い
て
面
白
く
な
っ
た。

松
島
総
一
郎

近
藤
ア
ツ
子

公
園
の
池
な
ど
だ
ろ
う
か。

水
が
淀
ん
で
動
か
な

い
か
ら
、
匂
い
が
し
て
く
る。

ま
さ
に
「
な
ま
ぐ
さ

く
」
で
あ
る。

そ
の
水
に
睡
蓮
の
よ
う
な
美
し
い
花

が
咲
い
て
い
る
の
だ

。

斉
田

仁

問
村
祐
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＂雨旅
閾

兼
題

浄
土
誌
上
句
会
の

お
知
ら
せ

誌
上
句
会
〈
編
集
部
選
〉

■
調

六
段
の
淳
き
調
べ
母
慕
う

緑
陰
に
幼
き
ピ
ア
ノ
の
調
べ
あ
り

ァ
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
布
て
ス
タ
ン
ド
の
調
教
師

調
律
の
ラ
の
音
の
美
し
南
風

調
音
の
弦
の
ざ
わ
め
き
夏
は
来
ぬ

哀
調
の
風
の
な
か
な
る
藤
の
花

社
殿
よ
り
雅
楽
の
調
べ
白
絣

短
調
に
転
じ
て
戦
ぐ
柿
若
葉

調
教
は
走
ら
ぬ
牝
馬
著
我
の
花

大
南
風
む
か
し
リ
ッ
ト
ン
調
査
団

飯
島
英
徳

早
乙
女
喜
栄
子

山
口
宗

一

月
島
恭
子

五
木
公
子

鳥
羽
梓

士
岐
田
逸
子

結
城
七
海

遠
山
小
夜
子

内
藤
隼
人

締
切
・
ニ0
1
六
年
七
月
三
十
日

発
表
・
『浄
土
」
二
0
一
六
年
九
月
号

選
者
・
増
田
河
郎
子

（「南
風
」
主
宰
）

応
募
方
法

●
い
ず
れ
の
題
と
も
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

。

●
特
選
各
1

名
・
佳
作
各
3

名

葉
書
に
俳
句
（
何
句
で
も
可
）
と
、
住
所
・
氏
名
を
必
ず
お
書
き
下

さ
い
。

宛
先

〒

1
0
5
,
0

0

 
1
1

東
京
都
港
区
芝
公
園
4

ー

7

ー

4

明
照
会
館
内

月
刊

「浄
土
j
誌
上
旬
会
係

■
布

布
張
り
の
の
ら
く
ろ
軍
曹
今
も
生
き

父
の
日
に
フ
ル
ー
ト
包
む
布
を
解
く

メ
ー
デ
ー
の
布
陣
に
あ
り
て
鍋
と
釜

布
干
し
て
ま
だ
夏
風
に
な
る
途
中

ど
っ
か
り
と
布
袋
お
わ
せ
り
青
薬
闇

薫
風
と
い
う
名
の
布
に
包
ま
れ
ぬ

ざ
っ
く
り
と
布
を
骰
み
て
立
夏
か
な

布
切
れ
で
縛
り
し
蛇
口
か
ら
消
水

布
地
屋
の
並
ぶ
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
の
街

●
自
由
題

ふ
る
さ
と
と
し
て
は
つ
な
つ
の
大
河
か
な

ひ
そ
ひ
そ
と
女
三
人
柏
餅

風
薫
る
修
復
な
り
し
火
焔
土
器

一
望
の
大
河
を
吾
の
初
夏
と
せ
り

白
南
風
の
丘
に
小
さ
な
椅
子
を
置
く

埴
輪
の
眼
商
ど
ろ
ど
ろ
夏
の
闇

ど
す
こ
い
は
母
の
口
ぐ
せ
著
我
の
花

暗
が
り
に
匂
う
卯
の
花
比
異
塚

紫
陽
花
の
今
日
い
き
い
き
と
涸
れ
て
お
り 飯

島
英
徳

早
乙
女
喜
栄
子

市
川
淳

一

村
田
篠

内
藤
隼
人

長
谷
川
裕

月
野
真
知

内
村
毅

戸
田
美
咲

小
林
苑
を

井
澤
貞
華

斉
田
仁

水
沢
誠
治

小
林
苑
を

和
田
康
作

田
名
網
優

舟
渡
由
香
里

早
乙
女
喜
栄
子
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か
ま
ち
よ
し
ろ
う
先
生
作
新
聞
四
コ
マ
漫
画

「ゴ
ン
ち

ゃ
ん
」
が
各
地
方
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（静
岡
新
聞
・
山
梨
日
日
新
聞

•

北
日
本
新
聞

・

福
島
民
報
•
宮
崎
日
日
新
聞
•
新
日
本
海
新
聞
・
神
戸
新
聞
·
岐
阜
新
聞
・
中
国
新
聞
•
四
国
新
聞

）

琶がい。 窓磁紐駆熔
か'}ち el J-し 3 ぅ

• -生；
存し；

$ 



編集後記

雑誌 「浄土」
特別、維持、賛助会員の方々

飯田実雄（駒ヶ根 •安楽寺）
巌谷勝正（目黒・祐天寺）
魚尾孝久（三島 ・願成寺）
大江田博導（仙台 ・西方寺）
加藤昌康（下北沢•森巖寺）
熊谷靖彦（佐烈•本應寺）
粂原恒久（川越 ・蓮馨寺）
粂原勇慈（甲府 ・瑞泉寺）
佐藤孝雄（鎌倉・硲徳院）
佐藤成順 （品川・願行寺）
佐藤良純（小石川・光闘寺）
東海林良雲（塩釜 • 雲上寺）
須藤隆仙 （函館・称名寺）
高口恭典（大阪・一心寺）
中島真成 （青山 ・梅窓院）
中村康雅（消水 • 実相寺）
中村瑞貴（仙台・愚鈍院）
野上智徳（静岡 ・ 宝台院）
藤田得三（鴻巣 ．勝願寺）
堀田卓文 （静岡 ・ 華陽院）
本多義敬（両国・回向院）
松濤泰彦（芝・守松院）
真野龍海（大本山消浄華院）
拙 博之（網代・教安寺）
水科善隆（長野・究慶寺）
（敬称略•五十音順）

花
立
て
を
伏
せ
て
帰
る
か
盆
参
り

家
内
が
お
橙
家
さ
ん
か
ら
熙
め
ら
れ
た
と
い

う
本
を
購
入
し
て
き
た

。
『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・

ワ
ン
ダ
ー
を
探
し
て
』
と
い
う
生
物
学
者
の
福

岡
伸

一
さ
ん
と
阿
川
佐
和
子
さ
ん
の
対
談
集
で

あ
る
。
本
の
帯
に

「
生き
て
い
る
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
気
に
な

り
先
に
読
ん
で
し
ま
っ
た
。

「セ
ン
ス
・
オ
プ
・
ワ
ン
ダ
ー
」
と
は
、
神
秘

さ
や
不
思
議
さ
に
目
を
み
は
る
感
性
の
こ
と
で
、

誰
で
も
が
子
ど
も
の
時
、
そ
の
人
に
と
っ
て
の

生
涯
消
え
る
こ
と
の
な
い
セ
ン
ス

・
オ
プ
・
ワ

ン
ダ
ー
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
阿
川
さ
ん
は

小
さ
い
と
き
出
会
っ
た
翻
訳
家
の
石
井
桃
子
さ 岱

澗

ん
の
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う

。
「
子
ど

も
時
代
を
し
っ
か
り
楽
し
ん
で
下
さ
い
。
大
人

に
な
っ
て
か
ら
、
老
人
に
な
っ
て
か
ら
、
あ
な

た
を
支
え
て
く
れ
る
の
は
、
子
ど
も
時
代
の
「あ

な
た
」
で
す
。
」
こ
の
言
葉
が
あ
っ
て
今
の
自

分
が
あ
る
と
い
う
。
福
岡
さ
ん
は
、
小
学
生
の

自
分
を
大
人
扱
い
し
て
ち
ゃ
ん
と
質
問
に
答
え

て
く
れ
た
先
生
を
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
そ

し
て
ド
リ
ト
ル
先
生
の
シ
リ
ー
ズ
の
ス
タ
ピ
ン

ズ
君
に
あ
こ
が
れ
た
気
持
ち
‘
こ
れ
が
今
を

創
っ
て
い
る
と
い
う
。

自
分
に
と
っ
て
の
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー

は
何
だ
ろ
う
と
考
え
て
み
た
り
し
た

。

お
参
り

の
人
が
何
故
み
ん
な
お
硲
に
水
を
か
け
る
の
だ

ろ
う
と
か
、
施
餓
鬼
の
法
話
で
、
阿
難
さ
ん
は

ホームページ http:/ /jodo.ne.Jp 
メールアドレス hounen@jodo.ne.Jp 何

故
餓
鬼
近
に
堕
ち
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
と
か
と
い
う
‘
ど
の
本
に
も
書
か
れ

て
い
な
い
質
問
に
‘
答
え
を
導
い
て
く
れ
た
先

生
に
出
会
っ
た
と
き
か
な
と
、
竹
い
季
節
を
迎

え
思
い
出
し
た
。
（
長
）

浄
土
八
ト
ニ
巻
ヒ

．
八
J
I号
頷
価
六
百
円

年
会
"
J
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千
円

昭
和
卜
年
五
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H

第
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物
品
可

印
刷
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＇
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発
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発
行
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佐
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編
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人
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皓
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ー
株
式
会
社
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印
刷

〒
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0五
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0
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東
京
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区
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公
園
四
ヒ
＇
四
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会
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四
階

発
行
所
法
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鑽
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会

祖
話

0
1
1
1(三
五
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八
）
六
几
四
ヒ
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写経と写詠歌セットのこ案内
特徴① 奉書の手本に筆ペンで直接なぞる

特徴②法、や行事の待ち時間で写せるA4判
特徴③手本は当会オリジナル

特徴④ 「写経セット」は浄土宗日常勤行式。

特徴⑤ 「写詠歌セッ ト 」は宗歌と四季のfll歌。

従来の写経と異なる薄提をなぞる写経と写詠歌のセットです。 扱いやすいA4版で

箪ペンで写せます。 手軽にかつ短時間でできる新しいタイプの写経、 写詠歌ですが、

高級奉古を使用していますので、堤と毛筆でも写せます。 法事や各種行事、詠唱会

の待ち時間に、朝夕のお参りの前後に、新たな写経・写詠歌行事にこ利用下さい。

申込日 年月巳

御名前 電話

御1主所 〒

《御寺院欄》 教区 組 寺•院寺院番号

〇写経セット 領価： 12,000円（税込）関東• 関西 セット

(1 組 12枚、10組入り） ※ 寺院名（ ）を入れる • 入れない
※ 関東版（三奉請）、関西版 （四奉請） に丸をおつけ下さい。

〇写詠歌セット 定fiffi: 10,000円（税込） セット

(1 組5枚、 20組入り）

※写経セットの寺院名入れは無料です。 こ希望の陽合は寺院名をお書き下さい。

※消費税と発送料は領iilliに含んでいます。 商吊お届け時の請求書にてお支払い下さい。

※こ注文をいただいてからお届けまで3週間ほとかかりますので、こ了承下さい。
※ 1 組からこ注文こ希望の方はFAXにて当会にこ相談下さい。

《本頁をコピーの上、ご注文をご記入して、法然上人鑽仰会へ
Fax (03-3578-7036) 、メール (hounen@jodo.ne.jp) 、または

ご郵送(〒 105-0011 東京都港区芝公園4-7-4 明照会館4階）下さい》
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写経セット浄土宗勤行の解説も付いた 12枚組

毎日のお経だから
心のこもったオリジナルな
ものがいい。

薄
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本
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4

判

~ 
写詠歌

卜-~~ 浄土宗歌「月影品訂紐門？
詠唱でお唱えする歌、
法然上人のお歌を

筆で写して心に刻もう！

当会オリジナル新商品！！

※こ注文と詳細はウラ面へ

法然上人を心から慕う

法然上人鑽仰会だから

こそ作れる高級奉書の

オリジナル手本です。

法然上人鑽仰会FAX: 03-3578-7036 
〒 105-0011 東京都港区芝公園4-7-4明照会館4階

※お問い合わせは、 Fax またはメール

hounen@jodo.ne.jp へお願いします。
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